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表 3　実践前 の 教師の 意識

教 師の 意識 人数

や っ て み た い が，障害児 の 実 態 を知 ら ない の で 不安だ

特 支学級担任 に TT で 入 っ て ほ しい

イ ン ク ル ーシ プ 体育 も通常 体育 も同 じだ

や りたい わけで はない が，特支担任 に 頼 まれ た

で きれ ばや りた くない

や りた い と思 っ て い た
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3 ）シス テ ム
・制度

　 イ ン ク ル ーシ ブ教育 は、公的 な教育制度 の 再編

をめ ざ して い る と言 わ れ て い る 。 しか し 、 教 育制

度 は 旧態依 然 の ま ま で ある 。 入員 の 配置 は な く、

特別支援学 級 に は複数 の 学年が在籍 して お り、 加

えて 通常 の 学級 の 児童 の 対応 まで 引 き受 けねば な

らな い 状況 に あ る 。 そ の よ うな 中で 、 特別支援教

育 の 担 当者 が TT と して通常 の 学習支援 に入 る こ

とは無理 で あ る 。
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　　　　　　 4 ． ま とめ に か えて

　イ ン ク ル
ー

シ ブ体育へ の 期待 は 2 つ ある。一
つ

は 、運動が 得意な子 どもや 苦手な子 ども、 障害の

ある子 ど も等が
・一

緒 に学習す る た め の 、 場づ くり

や練習法 の 工 夫 、
ル

ー
ル の 調整 、等 の 「知恵」 の

習得 で ある 。 もう…
つ は 、活動 す る 中で 、周 囲 の

人の 「人 とな り」 を丸 ご と理解 し、か かわ り方 を

見 つ けて い くこ とで ある 。 イ ン ク ル ーシ ブ体育 を

実践 し て い くと、こ れら の 成果や効 果 を得 る こ と

が で きる 。 しか し、シ ス テ ム や 制度 、教 師の 意識

に よ っ て は 、衰退の
一

途 を た ど る こ とが危惧 され

る 。

　 イ ン ク ル ーシ ブ体育 を推進 して い くた め に は、

イ ン ク ル ーシ ブ体育の 事例 を広 く集め る こ とが急

務で あ る と考 える 。 「知」の 集積 で あ る 。 そ の こ

と に よ っ て 、イ ン ク ル ーシ プ体 育で め ざす 目的や

授業 の 進 め方、種 目の 問題、ル ール の 問題 、準備

の 問題 等 を、授業実践 を通 しなが ら研修 で き る か

ら で ある 。 成功事例 か ら学 び、そ れ をア レ ン ジす

る こ と で イ ン ク ル ーシ ブ体 育の 可 能性が拡 が っ て

い くもの と考える。

知的支援学校 に お け る

　　イ ン クル
ー シ ブ的体育の 可能性

大阪府立 高槻支援学校

下井　
一

夫

　　　　　　　　1． は じめに

　支援学校で は障が い の ある様々 な児 童 ・生 徒 に

対 して 、 何 らか の 授業形態で 体育が行わ れ て い る 。

そ の た め本校 の よ うな支援学校で 行わ れ て い る 実

践 は 、 通常学級で イ ン ク ル
ー

シ ブ体育 を実践 する

際 に 、 特 に教 材開発 に 当た っ て 有効 な手立て を提

供 する もの と考えられ る 。

　そ こ で本稿で は、各種支援学校 の 中で も知的支

援学校 で 行 われ て い る イ ン ク ル ー
シ ブ的 な体育 の

現状 を　 ○学習集団の 編成 とね ら い 　 ○教材 の 適

性化　○ 親和性 を高 め る 試合形式 　の 3点 か ら述

べ た い と思 う 。
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　　　　2．学習集 団の 編成 とね らい

　調査 で きた大阪府内の 知的支援学校で 行わ れ て

い る体育の 学習集団の 編成 を概 観す る と、大 きく

分 け て 　○個 の ニ ーズ に あう よ うに 児童 ・生徒 の

発達 ・課題 に応 じ て 同質 の 学習集団 を編成 し て い

る ケ
ー

ス 　○様 々 な 障が い の ある生 徒が 混在す る

異 質の 学習 集団 を編成 し て い る ケ
ー

ス とが あ る 。

前者の 学習集団の 編成 には 、3学年合 同の もの と

学年単位の もの が あ る 。 3学年合 同の 体育 は 、 比

較 的学年 の 生 徒数が少 な い 中学部で 行 わ れ 、 学習

集団 は発達 ・課題 に応 じ て 3 〜4 つ の グ ル ープ に

編成 され て い る。また学 年体育は 、 生徒数が 比較

的多 い 高等部 で お こ な わ れ、学習集団 を 2 つ ぐら

い の 発達 ・課題別の グ ル
ー

プ に分 けて 行な わ れ て

い る 。 また 学年体育で は 、 生徒 間の 相 互 理解 を よ

り深 め る事 を狙 い としで 異質集団で 行われ て い た

りす る 。
こ の よ うに学年体育で は 、 常 に学習集団

が 固定 さ れ て い るわ けで は な く、 教材 に よ っ て 同

質集団 ま た は異集団が使 い 分 け られ て 指導 され る

ケー ス が み られ る 。 次に それ ぞれ の 学習集団で 行

われ て い る授業の 展開例 に つ い て み て み よう。

  3 学年合 同の 体育授業 〔同質集 団）

　 グ ル
ー

プ に よ っ て 学 習 目標 が 異 な る こ とか ら、

準備運動 の 毅 階か ら主 運動 に い た る まで 別 々 に展

開 され る事が 多い
。 そ の た め 様 々 な障が い の ある

生徒 た ち が 同
一空間 ・時間で体育 をして い て も交

流す る こ とは ほ とん ど見 られ な い 。

  学年の 体育授業 （同質集団）

　準備 運動 、または基本練習 まで は
一

緒に 行うが 、

試合 な ど の ゲーム は発 達 ・課題別 に行われ て い

る 。 教 材例 と して 、ポ
ー

トボ
ー

ル 、サ ッ カ ー
な ど

が あ る 。 どちらに して もこ れ ら の 学習 の 展開例 は 、

長 曽我部氏 に よ る イ ン ク ル ーシ ブ 体育の 形態で い

えば、第 2、第 3段 階 に相当す る もの で ある。

発 達 ・課 題別 集 団での 学 習の 展 開研
一

コ

鄲 趣

異なった教村壱する　　 　 同 じ教 材 の 課題を吏 え る

鷲
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  　学年の体育授業 （異質集団）

　準備運動か らゲ
ーム ま で全て の 生 徒が

一
緒に運

動す る ケ
ー

ス で あ る 。 イ ン ク ル
ー

シ ブ体育 の 形態

で い えば 第4 段階 に相当す る もの で ある 。教材例

と し フ ラ イン グデ イス ク 、グ ラ ン ドゴ ル フ 、卓球

バ レ ー
や フ ォ

ー
クダ ン ス などが ある 。

障が い を超 えた集 団で の 学 習
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フライングデイスク、卓球 バ レー、グラン ドゴ ル フ、フ オ ークダン λ

　　 3． イ ン クル
ー

シブ体育へ の 適材化

　ボ
ー

ル 運動 は 、チ
ーム で プ レ イする た め に 生 徒

間 の 相互 理解 が えやす い 教材 で ある反面 、 自閉症
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Lゴ≧2ル
ー

シブ体育 へ の 適材 化

〈 ボール 運 動の 場 合 〉

侵入型　魍 樞 ≡型 1　づ礪 …

画
サツカー

旦
工 リアサ ッカー

ホ ッケ ー
o
リングホッケー

［亜 コ　 ［画
ソフトボール 　 卓 球

」ユ 　 　　」ユ
ワン バ ウン ド野球　　 こ ろが し卓球など

予イ野球

圃
ス ロ

ー
ゴルフ

グラン ドゴル フ

フライン ゲデイスク
ボーリン グなど

な どの 発達 障害の あ る児童 ・生 徒 に と っ て 扱 い に

くい 運動で もある 。

　ボール 運動は、侵 入型、野球 型 、
バ レー型 、 タ

ー
ゲ ッ ト型 に 4 分類 さ れ る が 、 こ こ で は比 較的他

の 仲 間 と と もに 協力、相互 理解 しな が ら比 較的
一

緒 に プ レ イ しや す い 型 （適材性 ）に つ い て 、 また

同
一

の 時 ・空 間で 障が い の 程度 を超 えて み ん なが

プ レ イ で き る た め に 工 夫す べ き点 （適材化）を述

べ た い
。 図の よ うに サ ッ カ

ー
の よ うな侵入 型 よ り

も野球型が 、さ らに卓球の よ うな バ レ
ー

型 よ りも

フ ラ イ ン グ デ イ ス ク の よ うな タ
ー

ゲ ッ ト型 の 方が

活動 の 見通 しが持 ち やす い の で 発達障害 の ある児

童 ・生 徒た ち を含め て 、自分 の ペ ー
ス （リズ ム ）

で 行 うこ とが で きや す い 。しか し侵入 型 の ボ
ール

運動で あ っ て も 、 ボ
ー

ル が 三次空 間 を移動する バ

ス ケ ッ トボ
ール よ りも二 次空間 を移動す る ホ ッ ケ

ー
の 方が 、さ らに フ

ープで 移動 を制 限 し、自分 の

前 に来た ボール だけ を扱 っ た リ ン グホ ッ ケーの 方

が よ り多 くの 者が ゲ ーム に参加 しや す くなる 。 こ

の よ うに野 球型や バ レ ー型で あ っ て もボ ール の 大

き さを変 えた り、ボ
ー

ル を 二 次 空間 を移動 さ せ た

り、移 動 を フ
ー

プ で 制限す る な ど の ル ール を工 夫

する こ とで よ り多 くの 者 が プ レ イ を楽 しむ事 が で

き る よ うにな る 。

そ し て チ
ー

ム 問 に お い て は 、お互 い を讃 えあ うこ

と よ りも勝 ち組、負け組 と い っ た優劣の感情が も

た ら され る傾 向が 強 い
。 そ こ で チ

ーム 内、及 びチ

ーム 問の 親和性 を高め るた め に 、 そ れ ぞ れ の チ ー

ム が得 点 した点数だけの 総和 を加算す る 総合得点

方式 を考えた 。 ゲ
ー

ム は 、 相 手 と得点争 い をしな

が ら も、それ は お互 い が 共 同で 、 総得点を増やす

とい う目的の た め に行 われ る 。 そ の た め
、

こ の 方

式 は、チ ーム 内の 協力関係や 、対戦す る相手チ
ー

ム との 親和性 が よ り高め られ る と考え られ る 。

学習集 団 の 親和性 （評衙51、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 」

イン クル ーシプ

体育・ス ポーツ

ー　　　　　 P

総 台 得 点 方 式

一般ス ポーツ

競技ス ポーツ

トーナ メノト方式　 　リーゲ戦方式

ユ
， 加者 の 協 同 力 を 高 め 愚 も の

“ e

一．c
全 ての　

一厶内　　　　 チー厶 膚 同 士

親和性　高まる　　　　親和性　高まる

ナ ン バ
ー

ワンを決めるもの 順 位を決めるもの

具
上位 テ

ーム 内

親擢性r高まる　　　　　子
一厶間 同 士

下 位チ
ー

ム冉 　　　　　親和性　下 がる
親 和 性 →下 が る

子どもたちの 満足度 と

　　　　　　　　イン クル ー シブ体育
養 護学校 （知的障が い 児 ・現 ：支援学

校 ）・小 学校 の 実 践報 告及 び 教 員志望

学生 へ の 課題か ら

大阪国際大学

湯川　静信

　　　　4 ．親和 性 を高 め る試合形式

　試合 をす る際 、 勝敗 を決め るた め に トー
ナ メ ン

トや リ
ーグ 戦 形式で 行う事が多 い

。 しか しチ ーム

内の 親和性 が 高 まる の は 、
一

部 の 上 位 チ
ーム だ け

で対戦 チ
ーム と の 親利性 は 、 ほ とん どみ られない 。

　 　　 　　 　　 1． は じめ に

　古 い 話 に な る が 、昭 和 50 年 頃 よ り障 害児体

育 ・ス ポ
ー

ッ研 究会等 が 開催 され る 中、養護学校

（現 支援学 校 と名称 変更の 学校 もあ る ）で は 「養

護 ・訓練」 と 「体 育」の 違 い 等検討され 、 体育の

目標 の 明確化が 論議 され た 。 ま た 「体育」 の 名称

を 「か ら だ」等 に ひ らが な化 し、「身体 の 体育 」
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